




































































































































いかに摂取し、駆使して言語を 現し得たかを知る事が出来る。その中でも特に万 の表記法は 言語の文字化にあたり、豊かな文芸性を盛り込んでいることに注目する。
 
この万葉集の表記法は、単に音声を形に表わすに止まらず、 「変字
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┌───┐ （サ） （シ） （ス） 
┌───┐┌───┐
┌───┐ 






























































態を取ってはいるが、最初から、こ 部分は繰り返し 整っていたのではなく、だんだんとオーラルで ううちに、調子を整えてきて、（コ） （サ） （ス）と同様の形態を取るようになったのであろう。そして、文字として記録す 時点では 単に同字で二回重複することをせず、 「あゆを」の「を」を「遠
 
↔ 矣」と変字法により変化を持














































































の歌も同様である。この一首中 於いては、助詞「に を「丹、仁、尓」とそれぞれ書き分けているが、その中でも特に対句の表記の方が、他 部分より特異な変字が際立って多 ことがわかる。たとえば、この他に 対句の変字に注目す と 「 さけば」 （妻をどうせ引き離すなら）の部分を「琴酒者
 
↔ 別避者」と変字を用いてい
る。これは 「琴」や「酒」 どから餞別か何かの酒宴の席が想定され、 「甞」は「酒を甞
な
める」という「酒」からきた連想的用字だと考
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1 13 1 1 8 5 
3 19 2 0 0 14 
1 18 3 0 0 15 
0 7 4 0 7 17 
2 18 6 0 1 18 
0 0 7 0 9 19 
2 1 8 0 4 20 
1 6 9 
0 2 10 
0 0 11 
0 0 12 
8 53 13 
3 5 16 
表② 




















万葉集の変字法は、 対句の他、 「一首中に於ける句の繰り返し」 、 「長
歌と反歌 於ける句の繰 返し」 、 問答歌に於ける句の繰り返し」 、と更に詳しく見ていきたいが紙幅 都合上 別の機会に述べることとする。
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表②に関しては「久米能古賀」 「米能古良賀」 （記歌謡一〇） 「居氣
 
被惠禰」 「居氣
 
被惠禰」 （紀歌謡七）を純粋な同字句とはみなさず、括弧の中に入れて保留した。
 
 
